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仮想マシンのプロセッサ互換性モード 

作成者 : Rajesh Dave

仮想化の普及率がますます高まるにつれて、異なる仮想化対応プロセッサを実行するさまざまなサーバー群にまたがって、仮想マシン (VM) を展開および実行することが求められています。実行中の仮想マシンを、異なるプロセッサ上で実行されているサーバーに移動する場合、その仮想マシン内で実行されているアプリケーションが、移動先のプロセッサ上でも引き続き動作するように、必要なサポートを仮想化プラットフォームで提供する必要があります。Windows Server 2008 R2 Hyper-V では、Hyper-V をサポートする複数のプロセッサ間で、実行中の仮想マシンを移動できるようにする、プロセッサ互換性モードという機能が導入されます。このドキュメントでは、そのプロセッサ互換性モードについて詳しく説明します。

導入シナリオ

1. ある仮想マシンをホスト A で実行しています。この仮想マシンをデータセンター内のホスト B に移動して、物理サーバーの負荷を効率的に分散したいと考えています。  

2. 同一のプロセッサを実行する複数のホストから成るクラスターを構築しました。1 台のホストでハードウェアの障害による問題が発生したので、別のサーバーを購入してクラスターに追加します。多くの場合、新しく追加されたサーバーでは、クラスター内の他のホストにはない、新しいプロセッサ機能が提供されますが、クラスター内のどのノード間でも、実行中の仮想マシンを自由に移動できるようにしたいと考えています。 

3. ある仮想マシンをホスト A で実行しています。この VM をアクティブなメモリの状態と共に保存し、後日、Hyper-V が有効になっている任意のホストで、その VM を復元したいと考えています。この復元先には、ホスト A 以外のホストを使用する可能性があります。

問題の説明

正常に動作するアプリケーションのほとんどは、推奨される方法、つまり CPUID 命令を呼び出すことによって、使用可能なプロセッサ機能を照会します。仮想化環境内では、VM を別のサーバーに移動しても、VM 内で実行されているソフトウェア アプリケーションは、その変更をまったく認識しません。アプリケーションは、移行元のホスト上で起動されたときに検出した CPU 機能を実行しようとする場合がありますが、それらの機能は移行先のホストでは提供されない可能性があります。このため、仮想化プラットフォームで、アプリケーションの正常な動作を維持する必要があります。この役割を果たすのは、プロセッサの互換性の確認機能です。実行中の VM を移行先で復元する前に、この機能を実行して、移行先のホストで移行元のホストと同じ CPU 機能またはそのスーパーセットが提供されるかどうかを確認します。ある VM をホスト A からホスト B に移動する場合、ホスト A とホスト B で提供されるプロセッサ機能の違いが原因で、VM の移行が失敗する可能性があります。詳細については、次の表を参照してください。

	ホスト A のプロセッサ機能
	ホスト B のプロセッサ機能
	VM の移行 
	結果

	ホスト B と同じ

(機能 : X、Y、Z)
	ホスト A と同じ

(機能 : X、Y、Z)
	ホスト A からホスト B への移行 

ホスト B からホスト A への移行
	成功
成功

	ホスト B のスーパーセット

(機能 : X、Y、Z)
	ホスト A のサブセット

(機能 : X、Y)
	ホスト A からホスト B への移行
ホスト B からホスト A への移行
	失敗
成功

	ホスト B のサブセット

(機能 : X、Y)
	ホスト A のスーパーセット

(機能 : X、Y、Z)
	ホスト A からホスト B への移行
ホスト B からホスト A への移行
	成功
失敗

	ホスト B と異なる組み合わせ*

(機能 : X、Y)
	ホスト A と異なる組み合わせ*

(機能 : Y、Z)
	ホスト A からホスト B への移行
ホスト B からホスト A への移行
	失敗
失敗


*このシナリオに当てはまるプロセッサは現在のところありませんが、今後プロセッサ ベンダーが、ほとんど使用されない機能を製品に組み込まなくなった場合、このような状況も考えられます。

プロセッサの互換性の確認機能を使用すると、VM の移行の信頼性を高めることができますが、柔軟性は低下します。そのため、Windows Server 2008 R2 RC (Release Candidate) 版 Hyper-V では、ホスト A とホスト B の間で正常に VM を移行することを可能にする、プロセッサ互換性モードという機能が導入されました。

プロセッサ互換性モードのしくみ

仮想マシン (VM) をホスト上で起動すると、ハイパーバイザーが、そのホストの基盤となるハードウェア上で使用可能な、サポートされている一連のプロセッサ機能を VM に提供します。これらのプロセッサ機能は、ゲスト用プロセッサ機能と呼ばれます。VM は、再起動されるまでこれらの一連のプロセッサ機能を使用できます。実行中の VM を別のホストに移行する場合、まず Hyper-V は、現在その VM が使用可能なプロセッサ機能を、移行先のホストで使用可能なプロセッサ機能と比較し、同じ機能が提供されるかどうかを確認します。移行先のプロセッサで、現在 VM で使用可能ないずれかの機能がサポートされない場合、移行は失敗します。  

プロセッサ互換性モードが有効になっている場合、Hyper-V は、同一のプロセッサ アーキテクチャ (つまり、AMD の場合は AMD、Intel の場合は Intel) を使用するすべてのプロセッサで使用可能なプロセッサ機能のみを、ゲスト VM に提供します。これにより、同一のプロセッサ アーキテクチャを使用する任意のハードウェア プラットフォームに VM を移行できるようになります。プロセッサ機能を "提供しない" ようにする処理は、ハイパーバイザーが、VM の CPUID 命令をインターセプトし、返されたビットの中で、提供しない機能に対応するビットをクリアすることによって行います。

プロセッサ互換性モードが有効になっている VM を起動したときに、その VM に提供されないプロセッサ機能を次に示します。

	AMD ベースのプロセッサを実行するホスト
	Intel ベースのプロセッサを実行するホスト

	SSSE3、SSE4.1、SSE4.A、SSE5、POPCNT、LZCNT、Misaligned SSE、AMD 3DNow!、Extended AMD 3DNow!


	SSSE3、SSE4.1、SSE4.2、POPCNT、Misaligned SSE、XSAVE、AVX




また、プロセッサ互換性モードが有効になっている場合、AMD および Intel ベースのホスト上で VM がフラッシュするキャッシュ ラインのサイズは 8 バイトに設定されます。

次の図は、仮想マシンのプロセッサ互換性モードのしくみを表す例を示しています。
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Windows Server 2008 R2 Hyper-V では、(プロセッサ互換性モードが有効になっているかどうかにかかわらず) AMD ベースのホストから Intel ベースのホストへ、または Intel ベースのホストから AMD ベースのホストへ VM を移行することはできません。

ではここで、VM でプロセッサ互換性モードが有効になっているときの移行シナリオに関する表を再度確認しましょう。

	ホスト A のプロセッサ機能
	ホスト B のプロセッサ機能
	VM の移行 
	結果
	移行先のホストで VM に提供されるプロセッサ機能

	ホスト B と同じ

(機能 : X、Y、Z)
	ホスト A と同じ

(機能 : X、Y、Z)
	ホスト A からホスト B への移行 

ホスト B からホスト A への移行
	成功
成功
	X、Y、Z

	ホスト B のスーパーセット

(機能 : X、Y、Z)
	ホスト A のサブセット

(機能 : X、Y)
	ホスト A からホスト B への移行
ホスト B からホスト A への移行
	成功
成功
	X、Y

	ホスト B の
サブセット

(機能 : X、Y)
	ホスト A のスーパーセット

(機能 : X、Y、Z)
	ホスト A からホスト B への移行
ホスト B からホスト A への移行
	成功
成功
	X、Y

	ホスト B と異なる組み合わせ

(機能 : X、Y)
	ホスト A と異なる組み合わせ

(機能 : Y、Z)
	ホスト A からホスト B への移行
ホスト B からホスト A への移行
	成功 

成功
	Y


プロセッサ互換性モードを有効にする方法

既定では、仮想マシンのプロセッサ互換性モードはオフになっています。プロセッサ互換性モードをオンにするには、次の 2 つの方法のいずれかを使用します。

· Hyper-V マネージャー : Hyper-V マネージャーで、VM の CPU 設定ウィザードを選択します。[プロセッサ バージョンが異なる物理コンピューターへ移行する] チェック ボックスをオンにします (次の画像を参照してください)。
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この設定は、VM が実行されていないときに変更できます。

· System Center Virtual Machine Manager 2008 R2

よく寄せられる質問

全般

Q : 仮想マシンのプロセッサ互換性モードを利用できる Hyper-V の機能にはどのようなものがありますか。

A : Windows Server 2008 R2 Hyper-V の Live Migration、Quick Migration、および保存と復元機能は、仮想マシンのプロセッサ互換性モードを利用するメリットがあります。

Q : プロセッサ互換性モードを動作させるためのハードウェア要件について教えてください。

A : CPU で、ハードウェアを利用した仮想化 (Intel の Intel VT や AMD の AMD-V など) がサポートされている必要があります。

Q : 古いプロセッサ上で起動した VM を新しいプロセッサに移動したり、新しいプロセッサ上で復元したりする場合、VM でプロセッサ互換性モードを有効にする必要はありますか。

A : VM は起動時に CPU 機能を取得するので、実行中の VM の移動先または復元先となるコンピューターが、同一のプロセッサまたは機能のスーパーセットを提供するプロセッサを実行していれば、VM でプロセッサ互換性モードを有効にする必要なく、移動または復元を行うことができます。現在のところ、どのプロセッサ ベンダーも、新しいプロセッサでこれまでの機能を削除していないので、そのようなプロセッサでは、同一の機能または機能のスーパーセットが提供されます。

Q : プロセッサ互換性モードを有効にする前に検討した方がよいことはありますか。

A : プロセッサ互換性モードを有効にする前に、次のことについて検討してください。

· 古いバージョンのプロセッサに移動する場合は、アプリケーションのパフォーマンスを向上させるプロセッサ機能が提供されなくなることによって、パフォーマンスが低下する可能性があることを考慮します。このようなシナリオのテストを十分に行うことをお勧めします。  

· アプリケーションは、命令調査 (Instruction Probing) などの推奨されていない方法を使用して、プロセッサ機能を検出する場合があります。命令調査 (Instruction Probing) では、例外ハンドラーを使用し、ある機能の命令を実行することによって、その機能が存在するかどうかを確認します。また、ファミリ、モデル、ステップなど、プロセッサの種類に基づいて、機能が存在するかどうかを確認することもあります。

· 特定のプロセッサ機能が提供されないことによって、アプリケーションを起動できなくなる可能性があります。

展開を行う前に、プロセッサ互換性モードが有効になっている VM 内で実行する可能性のあるすべてのアプリケーションを、クラスター内のすべてのノード上で起動、実行、および移行することをお勧めします。

Q : プロセッサの互換性の確認機能とは何ですか。 

A : プロセッサの互換性の確認機能は、実行中の VM をホスト A からホスト B に移動するときに、Hyper-V によって実行されます。この機能を実行する目的は、VM のアプリケーションをホスト B に移動した後も、それらのアプリケーションが正常に動作するかどうかを確認することです。

Q : プロセッサ互換性モードを活用するためのアプリケーション開発要件について教えてください。

A : アプリケーション開発者は、CPUID 命令を使用してプロセッサ機能を検出することをお勧めします。命令調査 (Instruction Probing) を使用する方法は、アプリケーションや VM のクラッシュを引き起こす可能性があるので、お勧めできません。 

Q : Live Migration を使用して、プロセッサ互換性モードが有効になっている VM をホスト A (Intel ベース) からホスト B (AMD ベース) に移行しようとすると、結果はどうなりますか。

A : Live Migration は失敗します。これは、プロセッサの互換性の確認機能を実行したときに、問題が検出されるからです。

Q : プロセッサ互換性モードが有効になっている VM に提供しない機能を個別に選択することはできますか。

A : いいえ、できません。VM でプロセッサ互換性モードを有効にすると、Hyper-V は、Hyper-V が有効になっているプロセッサ間の移行を正常に行うために必要な一連の機能を、その VM に提供しなくなります。  

クラスタリング 

Q : クラスターを構成するすべてのホストが Intel ベースのプロセッサを実行している場合、そのクラスターにホスト (AMD ベース) を追加しようとすると、結果はどうなりますか。

A : フェールオーバー クラスターでは、異なるアーキテクチャを使用するホストから成るクラスターがサポートされるため、そのようなクラスターの構築は可能です。ただし、異なるプロセッサ アーキテクチャを使用するホスト間で、計画されたダウンタイム用の操作 (Live Migration や Quick Migration) を行うと、その操作は失敗します。

Q : Intel ベースのホストと AMD ベースのホストが混在するクラスターのいずれかのノードで、計画されていないフェールオーバーが発生した場合、どのようなことが起こりますか。

A : 計画されていないフェールオーバーが発生した場合、VM でプロセッサ互換性モードが有効になっているかどうかにかかわらず、その VM は影響を受けません。この場合、基本的に VM は再起動され、提供されるプロセッサ機能に関する情報をホストから再取得します。 

本資料は Microsoft Corporation 作成の VM processor compatibility mode の翻訳です。
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